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会議の概要 

浜口会長が開会を宣告し、直ちに会議に入り、「議会のＩＣＴ化について」を議題として協

議し、タブレット端末の選定について、これまでの協議を踏まえ検討を行った。委員からは

端末に必要な機能等の提案があり、議員の家庭のインターネット環境の調査や導入のランニ

ングコスト等も合わせて検証し、予算計上へと進めていくことを確認し、具体的な参考見積

の聴取を求める意見もあり、分科会を閉会した。 

なお、詳細は次のとおり。 

 

協議の内容 

１ 議会のＩＣＴ化について 

   タブレット端末の選定について、これまでの協議を踏まえ検討を行った。ＯＳに関し

ては、Windows（Microsoft社製）、ipadOS（Apple社製）のどちらかに絞るとの意見がこ

れまで出されており、多くの委員が日常、Windows の搭載されたパソコンを使用してい

ることから、officeソフトが搭載されておりパソコンに替わる機能を有すること、全議

員が使いやすい製品であること、議会資料等を閲覧することの用途が最も多く、画面サ

イズが普段の資料でＡ４用紙が多く使用されていることから、12 インチ程度あること、

解像度が高く画面が見やすいこと等を希望する意見があった。また、費用対効果の面か

らも、メモリやストレージ容量等もそれほど高価なものは望まないとし、Windows であ

れば Surface、ipadOSであれば ipadProとすることとなった。 

次に、購入に関しては議会費で購入すべきとの意見、通信方法については、Wi-Fi と

cellularがあるが、議員の家庭のインターネット環境も調査すること、そして導入のラ

ンニングコスト等も検証し、予算計上へと進めていくことを確認し、具体的な参考見積

の聴取を求める意見もあり、分科会を終了した。 

 

 

上記署名する。 

 

 令和２年８月 11日 

 

会  長 


